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もりのにぎわい通信  
 

2010 年 7月 24日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2010 年 7月 24日（土）9：00～15：00 

場所：小山町 観音地 

天候：曇 気温 27～35.7℃ 湿度 61％ 風向風速 西南西 5ｍ 

参加者：参加者 23人 ：子供人 5人、大人 18人（地元小山町と土地改良区 9人含） 

 

活動記録 

・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9:00 地元の方集合 刈り払い機を使って作業開始 

   散策路、下泉森のサミット寄贈苗木エリア、サツマイモ畑 

   タープテントを張る 

 9:45 親子受付 

10:00  休憩(飲物) 

10:10 親子集合､ 

除草作業再開 アザミ谷津への降り口（赤道）、池、堆肥場周辺 

孟宗竹を使って竹の器を作る 

田んぼの雑草を植えるカゴの準備をする。 

11:00 休憩（スイカ）地元の方解散 

    竹の器作りの続きをする 

    集合写真撮影 

11:50 昼食 

13:00 田んぼの雑草を採りに行く。 

30 ろ過材と赤玉土の入ったカゴに雑草を植え遠浅の所に並べて置く。 

13:40 池に給水（井戸水 500ℓ を入れる）   

14:15 池に孟宗竹を 2本渡し葦簀を掛けて日陰を作る。 

    ホテイソウ、スイレン、コウホネを池の中央に移動する。 

    

14:50 後片付け 

15:00 解散 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

活動報告 

午前 10時の気温は、既に 35℃という厳しい暑さの中除草作業が行なわれました。7月 17日に梅雨

が明けてからは雨が降らず、乾ききった跡地に伸びた草を地元の皆さんが、刈り払い機を使ってどん

どん刈っていかれると苗木や散策路の区別がしっかりと分かるようになってきました。 

みんな汗びっしょりとなりながらの作業で水分補給のための休憩も早めに摂ることにしました。遮光

シート張りのビニールハウスの中は、強い日差しを遮りサイドを開放してあるので、風が涼しく感じ

られました。 
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今回、森もりあそび隊に初参加の親子さんに、10 時の気温と池の水温を計ってもらいました。 

跡地は、既に 35℃の猛暑日・・・。   池は、33℃のお湯状態・・・これを何とかしなくては！ 

早速、ビニールハウスの中で池整備の準備に取り掛かることに、園芸用の黒いカゴ 6 枚に鉢底ネット

を敷き所々ワイヤーで縛り赤玉土（中粒）を 1,2ｃｍ敷いてその上にろ過材を敷きました。 

一方、参加親子は、孟宗竹 4 本をタープテントの下まで運び竹の器作りを開始。初めて使うノコギ

リを上手に引いて節ごとに輪切りにしていきます。 

作業と共にみんな汗だくで熱中症にならないよう 11 時に全員でスイカ休憩を取りました。その後、

地元の皆さんは解散。 

お昼近くになった頃、ようやく竹の器ができ始め、各自で持参したそうめんやうどんに薬味とめん

つゆをかけていただくことに、竹の器は、見た目も涼しげで一層そうめんが引き立ちました。焼き魚

を盛り付けても様になりそうです。 

当初、厳しい暑さを想定して、13:00 解散でスケジュールを組んでいたのですが、池の整備が終わ

らず午後も可能な方でお手伝いしてもらうことにしました。ジリジリとした暑さの中、参加親子はバ

ケツとシャベルを持ってアザミ谷津に下りて行き、田んぼの雑草（セリ、オモダカ、他）を採って来

ました。採ってきた雑草をろ過材と赤玉土の入ったカゴに種類ごとに植え、池の遠浅なところに並べ

て置きました。そうすることでろ過バクテリアができ水の浄化になるのだそうです。次は、コウホネ、

スイレン、ホテイソウを池の中央に移動し水温が上がり過ぎない対策です。そこへ、小高理事長がト

ラックで水タンク（500 リットル）に井戸水を入れて運んできてくれました。新鮮な水は、池の魚た

ちへのプレゼント！命の水となったでしょうか。 

最後は、池の縁に日陰を作ってくれそうな木を植える予定でしたが、今は植えるには時期が悪いの

で、竹の器で残った孟宗竹を水深のある側に２本渡し、その上に急遽購入した葦簀を掛けて四隅をシ

ュロ縄で縛り風に飛ばされないよう残りの竹を真ん中に置いて完了としました。 

 

池の整備対策（専門家、郡司亮佑さんのアドバイスより） 

その 1、ろ過材に田んぼの雑草を植えてろ過バクテリアを増やし水質を安定させる。 

その２、水温の上昇を抑えるために日陰を作る。 

その３、新鮮な水を補給する。 

まだまだ、対策は、十分とは言えませんが、昨年 8月 22日の池造りから、1年が経ちました。 

昨年 9月に捕まえてきたメダカから、今、沢山の子供メダカが産まれて元気に群れとなって泳いでい

ます。水が濁っていて確認はできませんが、オイカワ、タナゴ、フナも浮いて死んでいる様子はなく

恐らく大丈夫とみられます。（要観察） 

 

今回、暑さのために気分が悪くなった方がおられました。幸い大事には至りませんでしたが、来年

は、作業開始時間を繰り上げる必要があるように思いました。また、森もり遊び隊の活動も内容によ

っては、朝夕の時間を利用するなど。ともあれ、ご参加下さった皆様、厳しい暑さの中本当にお疲れ

様でした。そして、5 人のお子さん達も暑い中よく頑張りました。皆さんお元気で楽しい夏休みをお

過ごしください。 

（報告 星野静枝） 
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             森もりあそび隊 

 

□竹の器作り   お昼に冷たい麺を食べるために竹林から小高理事長が切り取ってきてくださった

孟宗竹を利用して器と薬味ばしを作りました。太い竹の節の近くをのこぎりで

きるのはなかなか力がいりましたが、子どもたちは苦戦しながらも後半はこつ

をつかんで何個もきっていきました。最後に中央を縦にナタをつかって器の完

成！！ですが・・ナタの使い方が解らず、初めは近くにいた土地改良区の方に

切ってもらい、端がささくれているものにやすりをかけてようやく完成しまし

た。 

 

□竹の器で・・  竹の器に各自そうめんなどの麺をのせて薬味をのせるととても涼しげで普段よ

りもみな食がすすんでたのでは・・。食べやすさでいうと持つときのバランス

が小さい子には難しい感じでしたが、たまには風流に食べるのもいいものだな

ぁとしみじみ・・・。食べ終わった器はまたきれいに洗ってお持ち帰り・・お

うちでは何が盛られているのでしょうか。 

                                                      (記録 和田みさ子 ) 

□お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

・９月 25 日（土）雨天の場合は 26 日（日） 

次回の活動日は、除草作業と果樹・苗木の植林、子ども自然観察会は、村田川の上流から下流域に

車で移動して行なう予定です。 

 

   

＜集合写真>             大変暑い一日でした｡ 
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    竹の器造り                           上手に切れたよ! 

    

 

私もがんばりました｡                                       機械で草刈 

    

 

そうめんおいしいよ｡                                                 池の濾過に使います｡ 
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池の新住人‘ウシガエル’           葦簀で日陰対策 

   


